
常緑広葉樹林内の樹幹や岩石上に着生する。根は細長く四方に走る。茎はやや束生し、革質の葉鞘で密
に被われる。葉は多肉質で硬く、湾曲し、長さ5-10cm、幅7-8mm、断面はV字形で背面に鋭い稜がある。

花茎は長さ3-10cm、6-7月に下方の葉鞘の腋から出て、白色の2-5花を総状につける。

かつては広く分布していたと思われるが、観賞用等採取によって少なくなった。東播磨で新たに確認され、
保護がはかられている。

生育地である樹林を保全するとともに盗掘防止対策が必要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Vanda  falcata  (Thunb.) Beer

観賞用等採取 ○ 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、淡路

■ 国内分布

本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…フウラン
環境省ランク… VU


